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ＤＣ ガリレオ

■最近5期の運用実績 
 

決  算  期 
基準価額 

(分配落) 

  

ベンチマーク 

 
債  券 

組入比率 

債  券 

先物比率 

純資産 

総 額 税引前 

分配金 

期 中 

騰落率 

期 中 

騰落率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

45期(2024年４月22日) 9,430 0 1.4 12,549 1.1 83.1 △27.6 1,577 

46期(2024年10月21日) 9,385 0 △0.5 12,657 0.9 79.4 △14.3 1,551 

47期(2025年４月21日) 9,133 0 △2.7 12,500 △1.2 78.9 △13.7 1,485 

48期(2025年10月20日) 9,118 0 △0.2 12,597 0.8 82.6 △48.3 1,403 

49期(2026年４月20日) 8,845 0 △3.0 12,451 △1.2 80.2 △45.3 1,303 

（注１）基準価額の騰落率は分配金込み。 
（注２）ベンチマークは2001年12月21日を10,000として指数化しております。 
（注３）ベンチマークはＪＰモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス（グローバル）（100％為替円ヘッジ、円ベース）80％

＋日本円１ヵ月ＴＩＢＯＲ20％、2021年12月31日まではＪＰモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス（グローバル）
（100％為替円ヘッジ、円ベース）80％＋１ヵ月円ＬＩＢＯＲ20％です。 

（注４）債券先物比率は買建比率－売建比率。 
（注５）本ファンドはマザーファンドを組入れますので、債券組入比率、債券先物比率は、実質比率を記載しております。 

 

■当期中の基準価額と市況推移 
 

年  月  日 基準価額 
 

ベンチマーク 
 債  券 

組入比率 

債  券 

先物比率 騰落率 騰落率 

(期 首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2025年10月20日 9,118 － 12,597 － 82.6 △48.3 

  10月末 9,079 △0.4 12,568 △0.2 78.9 △23.7 

  11月末 9,046 △0.8 12,560 △0.3 81.1 △18.7 

  12月末 8,947 △1.9 12,489 △0.9 81.9 △37.6 

2026年１月末  8,911 △2.3 12,483 △0.9 81.3 △41.1 

  ２月末 8,973 △1.6 12,636 0.3 83.4 △53.6 

  ３月末 8,801 △3.5 12,407 △1.5 84.7 △30.7 

(期 末)       

2026年４月20日 8,845 △3.0 12,451 △1.2 80.2 △45.3 

（注１）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 
（注２）ベンチマークは2001年12月21日を10,000として指数化しております。 
（注３）ベンチマークはＪＰモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス（グローバル）（100％為替円ヘッジ、円ベース）80％

＋日本円１ヵ月ＴＩＢＯＲ20％、2021年12月31日まではＪＰモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス（グローバル）
（100％為替円ヘッジ、円ベース）80％＋１ヵ月円ＬＩＢＯＲ20％です。 

（注４）債券先物比率は買建比率－売建比率。 
（注５）本ファンドはマザーファンドを組入れますので、債券組入比率、債券先物比率は、実質比率を記載しております。 
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ＤＣ ガリレオ

運用経過 
 

■基準価額等の推移について（2025年10月21日～2026年４月20日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 第49期首：9,118円 

 第49期末：8,845円 

 （当期中にお支払いした分配金：0円） 

 騰落率：－3.0％（分配金再投資ベース） 
 
（注１）ベンチマークはＪＰモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス（グローバル）（100％為替円ヘッジ、円ベース）

80％＋日本円１ヵ月ＴＩＢＯＲ20％です。 
（注２）分配金再投資基準価額は、収益分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の

実質的なパフォーマンスを示すものです。 
（注３）実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります。

また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。 

（注４）分配金再投資基準価額、ベンチマークは、期首の基準価額を起点として指数化しています。 
（注５）騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しています。 

 

■基準価額の主な変動要因 

 本ファンドの基準価額は、期首の9,118円から273円下落し、期末には8,845円となりました。 

 

上昇要因 

 投資戦略のうち、資産間配分戦略からのプラス寄与が基準価額の上昇要因となりました。また、保有

する債券からの利息収入が基準価額の上昇要因となりました。 

 

下落要因 

 投資戦略のうち、債券国別配分戦略および通貨配分戦略からのマイナス寄与が基準価額の下落要因と

なりました。 
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ＤＣ ガリレオ

■投資環境について 
＜世界債券市場＞ 
 当期において、米国、ドイツ、日本の10年国債利回りは上昇基調で推移しました。 
 米国10年国債利回りは、トランプ政権の財政拡張懸念や中東情勢緊迫化に伴うエネルギー価格高騰か
らインフレ圧力を背景とした利下げ観測後退により、前期末の4.0％近辺から期末には4.2％台に上昇し
ました。 
 ドイツ10年国債利回りは、地政学リスクによる原油高や追加利上げ観測から、一時安全資産への逃避
で利回りが低下する局面もありましたが、前期末の2.6％近辺から期末には3.0％近辺へ高位でもみ合う
展開となりました。 
 日本10年国債利回りは、高市政権の発足に伴う財政拡張への懸念や日銀による追加利上げを受け、前
期末の1.6％台から、期の終盤には一時2.5％へと約29年ぶりの高水準まで達しました。 
 
＜外国為替市場＞ 
 米ドルやユーロを始めとする主要通貨のほぼすべてが対円で上昇しました。ドル円は、前期末の151
円近辺から緩やかに上昇し、2026年１月に一時152円台まで下落したものの、衆院選における自民党
の大勝、また３月の中東情勢緊迫化を受け有事のドル買いから米ドル高が強まり、３月下旬には160円
近辺まで急上昇する円安トレンドとなりました。ユーロ円も、前期末の176円近辺から2026年１月に
かけて186円台へ上昇したのち、２月には一時181円台へ弱含むも、期末にかけて187円台後半の過去
最高値を更新する大幅なユーロ高円安基調で推移しました。 
 
■ポートフォリオについて 
＜本ファンド＞ 
 ガリレオ・マザーファンドを組入れることにより、日本を含む世界各国の債券および通貨への投資を
通じて、信託財産の長期的な成長を図ることを目標として運用を行いました。 
 
＜本マザーファンド＞ 

 基本資産配分は、債券80％、円短期金融商品20％とし、ゴールドマン・サックス・アセット・マネ

ジメントが開発した計量モデルを用いて、主として日本を含む世界の先進国の国債および通貨を中心に

分散投資を行いました。 

 当社のアクティブな投資判断に基づいて、この運用期間中に投資配分比率を機動的に変更しました。 

 

債券国別配分戦略 

 当期の債券国別配分戦略は、本マザーファンドのパフォーマンスにマイナス寄与となったものと推定

しています。強気としていた日本とイタリアからはマイナス寄与となりました。一方、弱気としていた

英国からはプラス寄与となりましたが、全体としてはマイナス寄与となりました。 
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ＤＣ ガリレオ

通貨配分戦略 

 通貨配分戦略は、債券国別配分戦略とは独立して行います。例えば、米国の債券について強気の見通

しであっても、米ドルに対して弱気の見通しであれば、米国債券にはオーバーウェイトとすると同時に、

米ドルをアンダーウェイトとするということになります。当期の通貨配分戦略は、本マザーファンドの

パフォーマンスにマイナス寄与となったものと推定しています。弱気としていたニュージーランド・ド

ルとスイス・フランからはマイナス寄与となりました。一方、強気としていたオーストラリア・ドルと

ノルウェー・クローネからはプラス寄与となりましたが、全体としてはマイナス寄与となりました。 

 

資産間配分戦略 

 当期の資産間配分戦略は、本マザーファンドのパフォーマンスに小幅プラス寄与となったものと推定

しています。 

 

■ベンチマークとの差異について 

＜当期の基準価額とベンチマークの対比（騰落率）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（注１）基準価額の騰落率は収益分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したものです。 

（注２）ベンチマークはＪＰモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス（グローバル）（100％為替円ヘッジ、円ベース）

80％＋日本円１ヵ月ＴＩＢＯＲ20％です。 

 

 当期の本ファンドのパフォーマンス（分配金再投資ベース）は－3.0％となり、ベンチマーク

（－1.2％）を下回りました。当期においては、資産間配分戦略が小幅のプラス寄与となりました。一方、

債券国別配分戦略および通貨配分戦略はマイナス寄与となりました。 
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■分配金について 

 収益分配金（１万口当たり、税引前）については、分配方針および基準価額の水準などを勘案し、

当期の分配は行わないこととしました。収益分配金に充てなかった収益については、信託財産内に留保

し、運用の基本方針に基づいて運用を行います。 

 

今後の運用方針について 
＜本ファンド＞ 

 今後も引き続き本マザーファンドを組入れることにより、日本を含む世界各国の債券および通貨への

投資を通じて、信託財産の長期的な成長を図ることを目標として運用を行います。 

 

＜本マザーファンド＞ 

 基本資産配分は、債券80％、円短期金融商品20％とし、ゴールドマン・サックス・アセット・マネ

ジメントが開発した計量モデルを用いて、主として日本を含む世界の先進国の国債および通貨を中心に

分散投資を行います。 

 

債券国別配分戦略 

 債券国別配分においては、フランスに対してはマクロの観点から、カナダに対してはモメンタムの観

点から強気の見通しとしています。一方、オーストラリアとドイツに対してはともにモメンタムおよび

マクロの観点から弱気の見通しとしています。 

 

通貨配分戦略 

 通貨配分においては、オーストラリアに対してはファンドフローおよびマクロの観点から、日本に対

してはバリューおよびファンドフローの観点から強気の見通しとしています。一方、英国に対してはバ

リューおよびモメンタムの観点から、スイスに対してはマクロおよびバリューの観点から弱気の見通し

としています。 

 

資産間配分戦略 

 世界債券と円キャッシュ間の資産間配分戦略では、世界債券に対してモメンタムの観点から弱気の見

通しとしています。 

 

（上記見通しは2026年４月20日現在のものであり、今後見通しは変更されることもあります。） 
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■1万口当たりの費用明細 
 

項目 

当期 

項目の概要 2025年10月21日～2026年４月20日 

金額 比率 
信託報酬 61円 0.686％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

(投信会社) (29)  (0.329)  ファンドの運用、受託会社への指図、基準価額の算出、目論見書・運
用報告書等の作成等の対価 

(販売会社) (29)  (0.329)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付､分配金・換金代金・
償還金の支払い業務等の対価 

(受託会社) ( 2)  (0.027)  ファンドの財産の管理､投信会社からの指図の実行等の対価 
売買委託手数料 2  0.019  有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

(先物・オプション) ( 1)  (0.015)  売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権口数 
(プライムブローカー) ( 0)  (0.004)   

その他費用 5  0.054  その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数 
(保管費用) ( 0)  (0.002)  海外資産等の海外保管銀行等に支払う保管・送金・受渡に係る費用 
(監査費用) ( 1)  (0.008)  監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 
(その他) ( 4)  (0.043)  目論見書・運用報告書等の作成・印刷に係る費用、信託事務処理等に

要するその他の諸費用 
合計 68  0.759   

期中の平均基準価額は8,959円です。 

（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む。）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡
便法により算出した結果です。なお、売買委託手数料およびその他費用は、本ファンドが組入れているマザーファンドが
支払った金額のうち、本ファンドに対応するものを含みます。 

（注２）金額欄は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注３）比率欄は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 

 

（参考情報） 

■総経費率 
 当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を除
く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.48％
です。 
 

（注１）費用は、１万口当たりの費用明細において用いた簡便
法により算出したものです。 

（注２）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料
及び有価証券取引税を含みません。 

（注３）各比率は、年率換算した値です。 
（注４）上記の前提条件で算出したものです。このため、これ

らの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用
の比率とは異なります。 
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ＤＣ ガリレオ

■売買及び取引の状況(2025年10月21日から2026年4月20日まで) 

 親投資信託受益証券の設定、解約状況 
 

 設   定 解   約 

 口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 

ガ リ レ オ ・ マ ザ ー フ ァ ン ド 52,845 65,037 108,835 133,991 

 

■利害関係人との取引状況等(2025年10月21日から2026年4月20日まで) 

 利害関係人との取引はありません。 
（注）利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

■組入資産の明細(2026年4月20日現在) 

 親投資信託残高 
 

種     類 
前期末 当   期   末 

口  数 口  数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ガ リ レ オ ・ マ ザ ー フ ァ ン ド 1,131,739 1,075,750 1,312,630 

 

■投資信託財産の構成 2026年4月20日現在 
 

項      目 
当  期  末 

評 価 額 比  率 

 千円 ％ 

ガ リ レ オ ・ マ ザ ー フ ァ ン ド 1,312,630 100.0 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 42 0.0 

投 資 信 託 財 産 総 額 1,312,672 100.0 

（注１）ガリレオ・マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（3,266,537千円）の投資信託財産総額（4,052,707千

円）に対する比率は80.6％です。 

（注２）外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により、邦貨換算したものです。なお決算日における邦

貨換算レートは１米ドル=159.01円、１カナダドル=116.11円、１ユーロ=186.90円、１英ポンド=214.60円、１スイスフラ

ン=203.18円、１オーストラリアドル=113.68円です。 
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ＤＣ ガリレオ

■資産、負債、元本及び基準価額の状況 
 

項     目 
当  期  末 

2026年４月20日 

(A) 資 産  1,312,672,886円 

 ガリレオ・マザーファンド(評価額)  1,312,630,597  

 未 収 入 金  42,289  

(B) 負 債  9,626,361  

 未 払 解 約 金  42,289  

 未 払 信 託 報 酬  9,248,235  

 そ の 他 未 払 費 用  335,837  

(C) 純 資 産 総 額 ( A - B )  1,303,046,525  

 元 本  1,473,182,163  

 次 期 繰 越 損 益 金 △ 170,135,638  

(D) 受 益 権 総 口 数  1,473,182,163口 

 1万口当たり基準価額(C/D)  8,845円 

■損益の状況 
 

項     目 

当      期 

自2025年10月21日 

至2026年４月20日 

(A) 有 価 証 券 売 買 損 益  △ 29,510,091円 

 売 買 益   1,585,374  

 売 買 損  △ 31,095,465  

(B) 信 託 報 酬 等  △ 9,584,072  

(C) 当 期 損 益 金 ( A + B )  △ 39,094,163  

(D) 前 期 繰 越 損 益 金  △ 233,699,282  

(E) 追 加 信 託 差 損 益 金   102,657,807  

 ( 配 当 等 相 当 額 ) ( 940,521,162)  

 ( 売 買 損 益 相 当 額 ) (△ 837,863,355)  

(F) 計 ( C + D + E )  △ 170,135,638  

(G) 収 益 分 配 金   0  

 次 期 繰 越 損 益 金 ( F + G )  △ 170,135,638  

 追 加 信 託 差 損 益 金   102,657,807  

 ( 配 当 等 相 当 額 ) ( 940,724,481)  

 ( 売 買 損 益 相 当 額 ) (△ 838,066,674)  

 分 配 準 備 積 立 金   264,378,734  

 繰 越 損 益 金  △ 537,172,179  

（注１）損益の状況の中で（A）有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。 

（注２）損益の状況の中で（B）信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注３）損益の状況の中で（E）追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差引いた差額

分をいいます。 

（注４）収益分配金の計算過程において、マザーファンドの配当等収益を繰入れております。 

（注５）期首元本額は1,538,905,522円、当作成期間中において、追加設定元本額は72,620,940円、同解約元本額は138,344,299円

です。 
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ＤＣ ガリレオ

■分配原資の内訳 

（単位：円・％、１万口当たり・税引前） 
 

項目 
第49期 

2025年10月21日～2026年４月20日 

当期分配金 － 

（対基準価額比率） － 

 当期の収益 － 

 当期の収益以外 － 

翌期繰越分配対象額 8,180 

（注１）「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価証券売買等損益」から分配に充当した金額です。

また、「当期の収益以外」は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。 

（注２）円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金（税引前）に合致しない場合があります。 

（注３）当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率

とは異なります。 

 
〈お知らせ〉 
約款変更について 
・一般社団法人資産運用業協会設立準備法人を吸収合併存続法人、一般社団法人日本投資顧問業協会と一般社団法人投資信託協会

を吸収合併消滅法人として2026年４月１日付で合併し、「一般社団法人資産運用業協会」に名称を変更することとなったため、

投資信託約款に所要の変更を行いました。 
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ガリレオ・マザーファンド

■最近5期の運用実績 
 

決  算  期 基準価額 

 

ベンチマーク 

 
債  券 

組入比率 

債  券 

先物比率 

純資産 

総 額 期 中 

騰落率 

期 中 

騰落率 

 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

45期(2024年４月22日) 12,643 2.2 12,480 1.1 82.5 △27.4 4,915 

46期(2024年10月21日) 12,673 0.2 12,587 0.9 78.8 △14.2 4,765 

47期(2025年４月21日) 12,421 △2.0 12,430 △1.2 78.4 △13.6 4,498 

48期(2025年10月20日) 12,489 0.5 12,527 0.8 82.0 △48.0 4,225 

49期(2026年４月20日) 12,202 △2.3 12,382 △1.2 79.6 △45.0 3,922 

（注１）ベンチマークは2001年11月29日を10,000として指数化しております。 
（注２）ベンチマークはＪＰモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス（グローバル）（100％為替円ヘッジ、円ベース）80％

＋日本円１ヵ月ＴＩＢＯＲ20％、2021年12月31日まではＪＰモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス（グローバル）
（100％為替円ヘッジ、円ベース）80％＋１ヵ月円ＬＩＢＯＲ20％です。 

（注３）債券先物比率は買建比率－売建比率。 

 

■当期中の基準価額と市況推移 
 

年  月  日 基準価額 
 

ベンチマーク 
 債  券 

組入比率 

債  券 

先物比率 騰落率 騰落率 

(期 首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2025年10月20日 12,489 － 12,527 － 82.0 △48.0 

  10月末 12,440 △0.4 12,498 △0.2 78.8 △23.7 

  11月末 12,409 △0.6 12,491 △0.3 80.9 △18.7 

  12月末 12,289 △1.6 12,420 △0.9 81.7 △37.5 

2026年１月末  12,254 △1.9 12,414 △0.9 80.9 △40.9 

  ２月末 12,353 △1.1 12,566 0.3 82.9 △53.4 

  ３月末 12,132 △2.9 12,338 △1.5 84.2 △30.5 

(期 末)       

2026年４月20日 12,202 △2.3 12,382 △1.2 79.6 △45.0 

（注１）騰落率は期首比です。 
（注２）ベンチマークは2001年11月29日を10,000として指数化しております。 
（注３）ベンチマークはＪＰモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス（グローバル）（100％為替円ヘッジ、円ベース）80％

＋日本円１ヵ月ＴＩＢＯＲ20％、2021年12月31日まではＪＰモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス（グローバル）
（100％為替円ヘッジ、円ベース）80％＋１ヵ月円ＬＩＢＯＲ20％です。 

（注４）債券先物比率は買建比率－売建比率。 
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ガリレオ・マザーファンド

運用経過 
 
■基準価額の推移について（2025年10月21日～2026年４月20日） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
■基準価額の主な変動要因 
 本ファンドの基準価額は、期首の12,489円から287円下落し、期末には12,202円となりました。 

 

上昇要因 

 投資戦略のうち、資産間配分戦略からのプラス寄与が基準価額の上昇要因となりました。また、保有

する債券からの利息収入が基準価額の上昇要因となりました。 

 

下落要因 

 投資戦略のうち、債券国別配分戦略および通貨配分戦略からのマイナス寄与が基準価額の下落要因と

なりました。 
 
■投資環境について 
＜世界債券市場＞ 
 当期において、米国、ドイツ、日本の10年国債利回りは上昇基調で推移しました。 
 米国10年国債利回りは、トランプ政権の財政拡張懸念や中東情勢緊迫化に伴うエネルギー価格高騰か
らインフレ圧力を背景とした利下げ観測後退により、前期末の4.0％近辺から期末には4.2％台に上昇し
ました。 
 ドイツ10年国債利回りは、地政学リスクによる原油高や追加利上げ観測から、一時安全資産への逃避
で利回りが低下する局面もありましたが、前期末の2.6％近辺から期末には3.0％近辺へ高位でもみ合う
展開となりました。 
 日本10年国債利回りは、高市政権の発足に伴う財政拡張への懸念や日銀による追加利上げを受け、前
期末の1.6％台から、期の終盤には一時2.5％へと約29年ぶりの高水準まで達しました。 
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ガリレオ・マザーファンド

＜外国為替市場＞ 
 米ドルやユーロを始めとする主要通貨のほぼすべてが対円で上昇しました。ドル円は、前期末の151
円近辺から緩やかに上昇し、2026年１月に一時152円台まで下落したものの、衆院選における自民党
の大勝、また３月の中東情勢緊迫化を受け有事のドル買いから米ドル高が強まり、３月下旬には160円
近辺まで急上昇する円安トレンドとなりました。ユーロ円も、前期末の176円近辺から2026年１月に
かけて186円台へ上昇したのち、２月には一時181円台へ弱含むも、期末にかけて187円台後半の過去
最高値を更新する大幅なユーロ高円安基調で推移しました。 
 
■ポートフォリオについて 
 基本資産配分は、債券80％、円短期金融商品20％とし、ゴールドマン・サックス・アセット・マネ

ジメントが開発した計量モデルを用いて、主として日本を含む世界の先進国の国債および通貨を中心に

分散投資を行いました。 

 当社のアクティブな投資判断に基づいて、この運用期間中に投資配分比率を機動的に変更しました。 

 

債券国別配分戦略 

 当期の債券国別配分戦略は、本ファンドのパフォーマンスにマイナス寄与となったものと推定してい

ます。強気としていた日本とイタリアからはマイナス寄与となりました。一方、弱気としていた英国か

らはプラス寄与となりましたが、全体としてはマイナス寄与となりました。 

 

通貨配分戦略 

 通貨配分戦略は、債券国別配分戦略とは独立して行います。例えば、米国の債券について強気の見通

しであっても、米ドルに対して弱気の見通しであれば、米国債券にはオーバーウェイトとすると同時に、

米ドルをアンダーウェイトとするということになります。当期の通貨配分戦略は、本ファンドのパ

フォーマンスにマイナス寄与となったものと推定しています。弱気としていたニュージーランド・ドル

とスイス・フランからはマイナス寄与となりました。一方、強気としていたオーストラリア・ドルとノ

ルウェー・クローネからはプラス寄与となりましたが、全体としてはマイナス寄与となりました。 

 

資産間配分戦略 

 当期の資産間配分戦略は、本ファンドのパフォーマンスに小幅プラス寄与となったものと推定してい

ます。 
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■ベンチマークとの差異について 
 当期の本ファンドのパフォーマンスは－2.3％となり、ベンチマーク（－1.2％）を下回りました。当
期においては、資産間配分戦略が小幅のプラス寄与となりました。一方、債券国別配分戦略および通貨
配分戦略はマイナス寄与となりました。 
 

今後の運用方針について 
 基本資産配分は、債券80％、円短期金融商品20％とし、ゴールドマン・サックス・アセット・マネ

ジメントが開発した計量モデルを用いて、主として日本を含む世界の先進国の国債および通貨を中心に

分散投資を行います。 

 

債券国別配分戦略 

 債券国別配分においては、フランスに対してはマクロの観点から、カナダに対してはモメンタムの観

点から強気の見通しとしています。一方、オーストラリアとドイツに対してはともにモメンタムおよび

マクロの観点から弱気の見通しとしています。 

 

通貨配分戦略 

 通貨配分においては、オーストラリアに対してはファンドフローおよびマクロの観点から、日本に対

してはバリューおよびファンドフローの観点から強気の見通しとしています。一方、英国に対してはバ

リューおよびモメンタムの観点から、スイスに対してはマクロおよびバリューの観点から弱気の見通し

としています。 

 

資産間配分戦略 

 世界債券と円キャッシュ間の資産間配分戦略では、世界債券に対してモメンタムの観点から弱気の見

通しとしています。 

 

（上記見通しは2026年４月20日現在のものであり、今後見通しは変更されることもあります。） 
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■1万口当たりの費用明細 
 

項目 

当期 

項目の概要 2025年10月21日～2026年４月20日 

金額 比率 

売買委託手数料 2円 0.019％ 有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

(先物・オプション) (2)  (0.015)  売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権口数 

(プライムブローカー) (0)  (0.004)   

その他費用 4  0.029  その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数 

(保管費用) (0)  (0.002)  海外資産等の海外保管銀行等に支払う保管・送金・受渡に係る費用 

(その他) (3)  (0.027)  信託事務処理等に要するその他の諸費用 

合計 6  0.048   

期中の平均基準価額は12,312円です。 

（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む。）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡

便法により算出した結果です。 

（注２）金額欄は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注３）比率欄は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 

 

■売買及び取引の状況(2025年10月21日から2026年4月20日まで) 

(1) 公社債 
 

    買 付 額 売 付 額 

   千米ドル 千米ドル 

外 ア メ リ カ 国 債 証 券 － 1,728 

 ユ
ー
ロ 

  千ユーロ 千ユーロ 

 ド イ ツ 国 債 証 券 － 685 

国   千英ポンド 千英ポンド 

 イ ギ リ ス 国 債 証 券 － 153 

（注）金額は受渡し代金。（経過利子分は含まれておりません。） 
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(2) 先物取引の銘柄別取引状況 
 

 

買   建 売   建 

新 規 

買付額 
決済額 

新 規 

売付額 
決済額 

   百万円 百万円 百万円 百万円 

国内 債券先物取引 １ ０ 年 国 債 標 準 物 5,857 5,727 396 396 

外国 債券先物取引 米 国 国 債 先 物 1 0 年 － － 4,540 5,034 

  カ ナ ダ 国 債 先 物 1 0 年 826 1,380 277 278 

  オーストラリア国債先物10年 173 684 1,988 1,123 

  英 国 国 債 先 物 1 0 年 692 695 2,106 2,719 

  イ タ リ ア 国 債 先 物 1 0 年 3,361 2,825 － － 

  ド イ ツ 国 債 先 物 1 0 年 － － 3,799 4,331 

  フ ラ ン ス 国 債 先 物 1 0 年 1,331 1,297 － － 

（注１）金額は受渡し代金。 

（注２）外国の取引金額は、各月中の取引額を当該月末（決算日の属する月については決算日）の対顧客電信売買相場の仲値で換

算した邦貨金額の合計です。 

 

■利害関係人との取引状況等(2025年10月21日から2026年4月20日まで) 
 利害関係人との取引はありません。 
（注）利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 
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■組入資産の明細(2026年4月20日現在) 

(1) 公社債 

 A  債券種類別開示 

   外国(外貨建)公社債 
 

区    分 

当       期       末 

額面金額 
評   価   額 

組入比率 
うちBB格 
以 下 
組入比率 

残存期間別組入比率 

外貨建金額 邦貨換算金額 5年以上 2年以上 2年未満 

 千米ドル 千米ドル 千円 ％ ％ ％ ％ ％ 
ア メ リ カ 13,385 12,393 1,970,740 50.2 － 33.7 16.6 － 

ユ ー ロ 千ユーロ 千ユーロ       

 ド イ ツ 4,600 4,893 914,665 23.3 － 14.1 9.2 － 

 千英ポンド 千英ポンド       
イ ギ リ ス 1,246 1,109 238,055 6.1 － 6.1 － － 

合 計 － － 3,123,461 79.6 － 53.8 25.8 － 

（注１）邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により、邦貨換算したものです。 

（注２）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。 

 

 B  個別銘柄開示 

   外国(外貨建)公社債 
 

種 類 銘 柄 名 
当  期  末 

利 率 額面金額 
評  価  額 

償還年月日 
外貨建金額 邦貨換算金額 

 (アメリカ) ％ 千米ドル 千米ドル 千円  
国 債 証 券 US TREASURY N/B 3％ 3.0 5,565 4,133 657,307 2048/2/15 

 US TREASURY N/B 4.5％ 4.5 4,068 4,170 663,226 2036/2/15 
 US TREASURY N/B 6.25％ 6.25 3,752 4,089 650,206 2030/5/15 

小 計 － － － 1,970,740 － 
 (ユーロ…ドイツ)  千ユーロ 千ユーロ   

国 債 証 券 DEUTSCHLAND REP 2.9％ 2.9 1,100 969 181,176 2056/8/15 
 DEUTSCHLAND REP 4％ 4.0 904 984 183,938 2037/1/4 
 DEUTSCHLAND REP 4.75％ 4.75 877 999 186,725 2034/7/4 
 DEUTSCHLAND REP 5.5％ 5.5 864 974 182,126 2031/1/4 
 DEUTSCHLAND REP 6.25％ 6.25 855 966 180,699 2030/1/4 

小 計 － － － 914,665 － 

 (イギリス)  千英ポンド 千英ポンド   
国 債 証 券 UK TREASURY 3.25％ 3.25 366 278 59,797 2044/1/22 

 UK TREASURY 4.25％ 4.25 276 275 59,087 2032/6/7 
 UK TREASURY 4.5％ 4.5 301 275 59,205 2042/12/7 
 UK TSY 4 1/4％ 2039 4.25％ 4.25 303 279 59,964 2039/9/7 

小 計 － － － 238,055 － 
合 計 － － － 3,123,461 － 

（注）邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により、邦貨換算したものです。 
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(2) 先物取引の銘柄別期末残高 
 

銘   柄   別 
当   期   末 

買  建  額 売  建  額 

国  百万円 百万円 

内 １ ０ 年 国 債 標 準 物 911 － 

 イ タ リ ア 国 債 先 物 1 0 年 863 － 

外 ド イ ツ 国 債 先 物 1 0 年 － 1,461 

 米 国 国 債 先 物 1 0 年 － 1,705 

 英 国 国 債 先 物 1 0 年 － 114 

 カ ナ ダ 国 債 先 物 1 0 年 153 － 

国 フ ラ ン ス 国 債 先 物 1 0 年 494 － 

 オ ー ス ト ラ リ ア 国 債 先 物 1 0 年 － 905 

（注１）邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により、邦貨換算したものです。 

（注２）－印は組入れなし。 

 

■投資信託財産の構成 2026年4月20日現在 
 

項      目 
当  期  末 

評 価 額 比  率 

 千円 ％ 

公 社 債 3,123,461 77.1 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 929,246 22.9 

投 資 信 託 財 産 総 額 4,052,707 100.0 

（注１）当期末における外貨建純資産（3,266,537千円）の投資信託財産総額（4,052,707千円）に対する比率は80.6％です。 

（注２）外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により、邦貨換算したものです。なお決算日における邦

貨換算レートは１米ドル=159.01円、１カナダドル=116.11円、１ユーロ=186.90円、１英ポンド=214.60円、１スイスフラ

ン=203.18円、１オーストラリアドル=113.68円です。 
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■資産、負債、元本及び基準価額の状況 
 

項     目 
当  期  末 

2026年４月20日 

(A) 資 産  11,246,175,584円 

 コ ー ル ・ ロ ー ン 等  720,458,046  

 公 社 債 ( 評 価 額 )  3,123,461,952  

 未 収 入 金  7,270,684,683  

 未 収 利 息  45,768,497  

 前 払 金  15,292  

 前 払 費 用  3,103,564  

 差 入 委 託 証 拠 金  82,683,550  

(B) 負 債  7,323,244,606  

 未 払 金  7,322,687,041  

 未 払 解 約 金  557,565  

(C) 純 資 産 総 額 ( A - B )  3,922,930,978  

 元 本  3,215,062,372  

 次 期 繰 越 損 益 金  707,868,606  

(D) 受 益 権 総 口 数  3,215,062,372口 

 1万口当たり基準価額(C/D)  12,202円 

■損益の状況 
 

項     目 

当      期 

自2025年10月21日 

至2026年４月20日 

(A) 配 当 等 収 益   74,889,658円 

 受 取 利 息   74,889,658  

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益  △ 153,574,507  

 売 買 益   368,834,975  

 売 買 損  △ 522,409,482  

(C) 先 物 取 引 等 取 引 損 益  △ 15,439,998  

 取 引 益   136,177,590  

 取 引 損  △ 151,617,588  

(D) そ の 他 費 用 等  △ 1,336,634  

(E) 当 期 損 益 金 ( A + B + C + D )  △ 95,461,481  

(F) 前 期 繰 越 損 益 金   842,057,177  

(G) 追 加 信 託 差 損 益 金   14,322,297  

(H) 解 約 差 損 益 金  △ 53,049,387  

(I) 計 ( E + F + G + H )   707,868,606  

 次 期 繰 越 損 益 金 ( I )   707,868,606  

（注１）損益の状況の中で（B）有価証券売買損益および（C）先物取引等取引損益は期末の評価換えによるものを含みます。 

（注２）損益の状況の中で（G）追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差引いた差額

分をいいます。 

（注３）損益の状況の中で（H）解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価額を差引いた差額分をいいます。 

（注４）期首元本額は3,383,129,770円、当作成期間中において、追加設定元本額は61,688,981円、同解約元本額は229,756,379円

です。 

（注５）元本の内訳 ガリレオ 2,139,312,005円 

          ＤＣ ガリレオ 1,075,750,367円 

 
〈お知らせ〉 
約款変更について 
・一般社団法人資産運用業協会設立準備法人を吸収合併存続法人、一般社団法人日本投資顧問業協会と一般社団法人投資信託協会

を吸収合併消滅法人として2026年４月１日付で合併し、「一般社団法人資産運用業協会」に名称を変更することとなったため、

投資信託約款に所要の変更を行いました。 

 

 


